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研究成果の概要（和文）： 

アサリは全生活史を通して、 二次生産は温度に依存していることを明らかにした。密度および生

物量が安定し、 個体群が多くのコホートによって形成されるため、高い二次生産量を記録した。

そのため、 生産が活発化する夏季においては、 餌となる底生微細藻の現存量を大きく減少させ

ることが確認された。その一方で、生物活性の上昇に伴う、栄養塩類の再生産によって、底生微

細藻増殖速度を増加させる可能性が示された。定量的推定によると、アサリにより再生産された

栄養塩の多くが底生微細藻によって利用されている可能性が示され、 二枚貝による栄養塩の再

生産過程と底生微細藻による栄養塩取り込み過程を浮き彫りにした。 
研究成果の概要（英文）： 
We carried out field surveys to compare the food demand of the clam based on the secondary 

production of the clam population to both the amount of the clam in the field and stable isotopic 

contribution to the diet of the clam of the potential food sources. We discuss how the dense patches 

and high secondary productively of the clam population are sustained in the ecosystem on tidal flats 

in the lagoon. The contribution by using only the isotope sign seems to have the risk of somewhat 

misleading of the contribution. Contribution of the benthic diatom showed relatively wider range 

based on only stable isotopic data. Subsequently, reasonable contribution of the benthic diatom was 

estimated up to 68 % based on the phytoplankton biomass and food demand of the clam, and the 

benthic diatom seemed to be the most important food sources of the clam. In this study, the large 

amount of the benthic diatom in subtidal area seemed to play a key role of the stock for the food 

sources of the clam. 
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１．研究開始当初の背景 
 汽水域は、淡水と海水の混じりあう水域を

持つ、海跡湖などの汽水湖がその中心となる

陸域との関わりが深い沿岸海域である。汽水

域の単位面積当たりの漁業生産は極めて高く、

年間の１平方キロメートル当たりの魚介類の

水揚げ量が１００トンを超すことが知られて

いる。汽水域の生物生産と環境の関係は、人

類の歴史と共に様々な変化を繰り返してきた。

我が国には，そのような汽水域が多くの地域

に多数分布しており、それぞれ固有の水質環

境を示している。個々の汽水域では、さまざ

まな分野で多くの研究がなされており、それ

らをベースに比較・検討がなされているが、

その実態はまだ緒に就いたばかりである。 
本研究では、亜寒帯汽水湖における水塊構造

と底質の特徴に着目して、北海道東部に散在

する水深の浅い海跡潟湖群を研究対象として

汽水湖の生物生産性と環境因子の関係につい

て比較・検討を進めた。特に一次生産者の時

空間的な分布およびその生産物の二次生産へ

の転送過程や、その堆積および再生プロセス

に関する詳細な知見は、沿岸漁業生産の持続

性確保に大きく貢献するだけでなく、環境科

学的な研究にも重要な役割を果たすと考えて

いる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、地球上で最も単位面積当たり

の動物生産量が高い場であるとされながらも、

研究上の様々な隘路により、これまで包括的

な知見が極めて限られていた亜寒帯の汽水干

潟域における基礎生産過程や、それに続く食

物網のダイナミクスについて、詳細な調査研

究を基礎として、窒素を指標としてさまざま

な素過程の定量化を進めるとともに、将来の

環境管理に必要不可欠である生物生産構造の

特徴の理解とその人為的制御のための方法論

を構築することを目的とした。 
 そこで、本研究は北海道東部に散在する潟

湖群を研究対象として、汽水湖の生物生産性

と環境因子の関係について総合的に比較・検

討する。特に一次生産者の立体的な分布およ

び生産物の二次生産への転送過程の解明は、

沿岸漁業生産の持続性確保に貢献するもので

ある。 

 
３．研究の方法 
 亜寒帯汽水域における物質収支の定量化と

他の系での知見を比較し、亜寒帯汽水域が生

物生産の場として、他の生態系と比べてどの

ように位置づけられるのかを明らかにするこ

とを目的とした。また、調査対象とした亜寒

帯汽水域の生態系システムが安定しているの

かどうかの判断を行うこととした。さらに、

このシステムの安定性は何によって支えられ

ているのかについて、総合的な考察を加えた。

これらの結果と、現場における様々な観測値

より、亜寒帯汽水域における物質循環過程を

定量的に明らかにすることにより、生物生産

構造の理解を進めることを目指した。 

サンプリングは、火散布沼においてほぼ１

ヶ月おきに、潮下帯に設けた調査地点におい

て、下記の項目について行った。 
海水試料：Chlorophyll a (Chl.a) およびフ

ェオ色素、粒状有機炭素および窒素、粒状リ

ン、無機態栄養塩(DIN(NH４－N, NO2＋NO3

－N), DIP(PO4－P))、堆積物試料：Chl.a お

よびフェオ色素、全有機炭素および窒素 
(TOC, N)、間隙水中の無機態栄養塩、酸揮発

性硫化物態硫黄 (AVS－S)、水質：水温、塩

分、溶存酸素 、生物試料：底生動物群集の現

存量、水分含有量、炭素含有量。 
またファイールド内の重要な基礎生産者とし

て考えられる底生微細藻類群集は、ガラスビ

ーズの入ったボックスを現場の干潟に設置し、

現場の海水をボックス内に取り入れる事によ

って、現地で増殖させたものを採取した。そ

して、懸濁粒子・沈降粒子・表層堆積物およ

び各種生物を適宜各定点において採取し、凍

結乾燥させたのち、必要に応じ脱脂脱灰処理

後、炭素および窒素の安定同位体比(δ13C,δ１

５N) を測定し、それらを総合・統合化して解

析した。 

 

４．研究成果 

 これまで亜寒帯汽水域における二枚貝を中

心とした生態系解析に関する研究は、北欧を

中心に実施されてきたが、我が国の亜寒帯汽

水域において初めて包括的な研究をする事が

出来た。とりわけ、二枚貝による栄養塩の再

生産過程と底生微細藻による栄養塩取り込み

過程を包括的に明らかにした。 

 その主要な研究成果の一部は、既に国際誌

などに印刷公表され、国内外において高く評

価されている。更に本研究で得られた多くの

研究成果について、現在論文執筆中であり、

今後１〜２年の間に数報以上の論文を公表す

る予定である。また、これらの成果に加えて、

これまで蓄積されてきた研究成果を基に、初

学者・市民向けの啓蒙書の執筆を計画してい

る。 
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